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新型コロナウイルス感染症の影響で、多くの行事・式典が中止される事となりました。 

飲食店のテイクアウト企画で飲食店 15 店舗が協力し「のみドライブスルー」を開催しました！（能美市観光物産協会主催） 

６月議会 一般質問（ｐ２・ｐ３） 
●避難所での感染症対策 

●プレミアム付商品券事業の実施を問う 

●事業者支援を問う 

●税の軽減措置について問う 

●小中学校の感染症対策について問う 

令和２年度能美市６月補正予算案を可決！ 
6 月補正予算に計上した予算のうち、新型コロナウイルス感染症対策の強化として、3 本の柱をもとに、市独自の感染

拡大防止対策及び経済的支援対策や国庫補助事業に関連する家計への支援対策を図り 1 億 1,715 万円を計上。 
 

1.安全安心対策 ～感染拡大防止に取り組む強化策～ 合計：254 万円 

●災害時緊急備蓄品費（危機管理課） 1,100 千円 

感染症対策のための寄附金を活用し、マスクや防護服、超音波式噴霧器を整備 

●コミュニティスクール事業（学校教育課） 1,440 千円 

学校再開後、小学校 1 年生を対象に算数を中心とした授業を元教員等で支援  
 

2.家計対策 ～市民の生活状況に寄り添った支援策～ 合計：4,661 万円 

●ひとり親家庭等応援事業（子育て支援課） 2,610 千円 

一定所得額以下のひとり親家庭等に対する市独自の支援 

対象：令和 2 年 6 月分の児童扶養手当を受給している家庭 給付額：1 家庭あたり 1 万円  

●ひとり親世帯臨時特別給付事業（子育て支援課） 44,000 千円 

一定所得額以下のひとり親家庭や収入の減少したひとり親家庭に対する国の支援 

令和 2 年 6 月分の児童扶養手当を受給している家庭または新型コロナウイルス感染症の影響で収入が減少している家庭等 

給付額：1 家庭あたり 5 万円、第 2 子以降 1 人あたり 3 万円（収入の減少により 1 家庭あたり 5 万円の追加あり） 
 

3. 経済対策 ～国・県の施策を補完・補充する応援策～ 合計：6,800 万円 

●能美市感染拡大防止支援事業（商工課） 20,000 千円 

県の感染拡大防止協力金の対象事業者で 3 密（密閉・密集・密接）回避の取組を支援 

補助率：10/10 限度額：10 万円  

●サービス業等持続化支援給付金（商工課） 3,000 千円 

県の感染拡大防止協力金の対象外事業者で、顧客と対面して営業を行うサービス業等の事業者を支援 

要件：令和 2 年 1 月から 6 月までのいずれかひと月で売上が前年同月比 30％以上 50％未満減少している事業者 

給付額：10 万円  

●市内施設・店舗応援事業（商工課） 42,000 千円 

売上が減少している市内施設・店舗で使える、購入金額の 50％（限度額 2 千円）が割引となる「のみ応援特典券」 

を 2 枚発行し、消費喚起と家計応援を図る 

有効期間：7 月 1 日～8 月 31 日（2 か月間）注：割引特典券は広報のみ 7 月号の紙面に印刷 

●のみブランド認定事業（観光交流課） 3,000 千円 

能美市推奨品の既存制度を見直し、新たな『のみブランド』として認定・PR し、売上減の事業者を支援 

辰口福祉会館会場 

4 月 28 日・4 月 29 日 

5 月 1 日・5 月 2 日 

5 月 16 日・5 月 23 日 

(6 回) 

 

さらい会場 

5 月 6 日・5 月 10 日 

5 月 17 日・5 月 24 日 

（4 回） 

●三道山こども食堂「親子応援弁当」（障がい・シングルファミリー世帯）4/17、4/24、5/1、5/15、5/22・5/29、6/19 

●シングルファミリー応援「こどもの日ウイーク弁当」（母子会連携）5/3、5/4、5/5 

●生活支援世帯応援弁当・食料支援（福祉課連携）5/19、5/22 

●シングルファミリー応援弁当（子育て支援課連携）5/25、6/23 

●生活支援世帯応援弁当（社会福祉協議会連携）5/26、6/2、6/9、6/30          三道山こども食堂ホームページ 

２０２０年４月～６月 活動日数：１８日 支援人数：１８５人 ８５０食 

 

地域の子ども達を地域で支え合う！ 自分たちにも出来る事を考え 活動しています 
三道山こども食堂は「能美市赤十字奉仕団チーム２０」と共催で活動しています 

地域の多くの皆様のご支援・ご寄付で 子ども達の笑顔がふえています💛 
三道山こども食堂に ご支援頂いた方々 
「岡元農場」「焼肉たかちゃん」「宝飾めがね カドヤ」「湯谷饅頭」「奈々寿司」「ひぎし農場」「サフラン」「一歩」「吉川農園」 

「フードバンクいしかわ」「かなざわっ子 nikoniko 倶楽部」「こまつ子ども食堂」（敬称略） その他 多くの個人の方々 

本会議場でも透明遮へい板を設置し  
マスクを着けての質問となりました  

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年 夏 第３１号 
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能美市内 全戸配布版 
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～令和２年６月の活動 



所 感 
このたびのコロナウィルス感染拡大に際しまして、市民の皆様は事業や生活に、 

大変なご苦労、ご不便な思いをされておりますことと、心よりお見舞い申し上げます。 

特に医療従事者の皆様方には、ご労苦をねぎらいますと共に、感謝を申し上げます。 

また、市民・市職員の皆様方におかれましても感染拡大防止に一丸となり多大な努力を 

頂いております事にお礼を申し上げます。まだまだ油断できない状況下であります。 

今後とも、まずはそれぞれのお身体を大切にして頂き、コロナ感染対応に取り組んで 

頂きたいと思います。 

 

今回のコロナウイルス感染症に対して、 

市民の皆様がそれぞれ、いま自分の出来る事を考え、行動していることに大変心強く感じました。 
多くの事業者や団体の方から市民の皆様へ、様々な物資を市にご寄付頂きました。 

また、コロナウイルス感染症の影響を受けた事業者や個人を、互いに支援する活動も多く見受けられました。 

このような緊急時に地域の方々がお互いに支えあう事が出来ているのも、 

これまでの市民と行政が協働し活動する取り組みの成果だと思います。 

市長を先頭に市職員の一人一人が市民を思い職務を全うしていることに 

感謝申し上げ、これからのコロナ対策の対応に際しましても、市議会も 

一体となり取り組んで参りますことを、市民の皆様にお誓いを申し上げます。 

魔除けとされる「アマビエ」を  
九谷作家さんが提供する取り組みも  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●税の軽減措置について問う 
 ●感染拡大により収入が減少した個人の事業者の固定資産税・都市計画税の  

軽減措置や、市民に対して、徴収の猶予などの納付延期の措置はあるのか。  

 答 木村 直人 市民生活部長 

 個人の事業者も要件を満たせば軽減措置が受けらる。 

 また、市民に対する徴収の猶予についても、固定資産税、都市計画税を含む市税の徴収猶

予の特例制度が設けられ、ホームページなどで周知している。収入減少により納付が困難な

方は債権管理課にご相談をいただきたい。この制度が有効に利用できるように今後も周知を

していく。 

令和元年６月定例会 一般質問 ６月１６日（火） 

今回の、一般質問は、保守系の議員全員が協力し、同様なコロナウイルス感染症の質問を避け、 

執行部が市民の皆様に全力で対応出来るよう精査し、代表２名で質問をさせていただきました。 
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能美市議会議員 田中 策次郎 
〒923-1124 石川県能美市三道山町チ 16-2 
TEL 0761-58-5037    FAX 0761-58-5209 
Mail kizuna@3926jp.net  http://3926jp.net 

 

日頃の活動も 
ご覧ください 
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９月議会一般質問は９月８日（火）と９日（水）です 

場所 能美市本庁舎 三階議場 事前申込みは要りません。お気軽にお越し下さい。 

ご意見・ご相談等がございましたら下記まで☆ 
 連絡先記載の無いご意見は返信が出来ませんので、ご返答希望の方は連絡先をお忘れのないように願います。  

●プレミアム付商品券事業の実施を問う 
●地域経済刺激策として、小売・飲食・サービス・九谷焼等の業界に対して効果が  

あるプレミアム付商品券事業の実施について見解を問う。  

答 番匠 啓介 副市長 

 市内施設・店舗応援事業として、２千円を上限に利用額が５割引きとなる「のみ応援特

典券」２枚を広報のみ７月号に印刷した。 

今後のプレミアム付商品券事業については、今回実施の「のみ応援特典券」の利用結果

を踏まえ、商工会、市内事業者と十分に議論、検証し今後の経済動向にも注視し、地域に

ふさわしい経済対策を適時適切に講じたい。 

●事業者支援を問う 
●休業要請の対象とはならなかったものの、収入が減少した事業者も多い。  

積極的に状況を確認し、必要な施策を講じよ。 

答 井出 敏朗 市長 

商工会との情報交換や事業者からの意見を踏まえ、６月補正予算に第２弾となる地域経済

対策を盛り込んだ。顧客と対面して営業を行うサービス業等に、要件を満たせば１０万円を

給付する。また、衛生対策や感染予防など感染拡大を防止しながら事業活動を行う事業者の

支援策として、県が実施する感染拡大防止対策支援金を申請した事業者を対象に事業者負担

分を１０万円まで補助する。今後も事業者の状況把握に積極的に取り組み、関係団体との連

携を継続しながら支援に努める。 

●避難所での感染症対策を問う 
。●避難所開設時の、新型コロナウイルス感染症対策の取り組みと市民への周知について問う  

答 吉光 年治 総務部長 

 今後の避難所運営については、感染リスクを避けるため、避難所に入る前の問診、検温等

の実施や、一般避難者、要配慮者、発熱者等、避難者の振り分けのほか、避難所内でのマス

ク着用や手洗いの徹底、小まめな消毒清掃や換気等、避難所におけるルールづくりと運営体

制の強化を図る。あわせて飛感染を防ぐため、パーテーションや段ボールベッドなどの備蓄

資材の整備も進めている。また、部局横断型で編成する災害対応力強化訓練チームが、避難

所での感染防止対策について図上訓練や避難所運営の実地訓練を行っている。 

市民への周知についても広報７月号、ホームページやケーブルテレビでも発信していく。 

●小中学校の感染症対策について問う 
 ●臨時休校による学習の遅れの対応と、小中学校における感染予防対策について問う。  

 答 谷口 徹 教育長 

遅れが生じた授業時間数は、分散登校を除くと約１６０時間あり「夏休み期間中の授業日

の設定」「行事の見直しによる授業日の設定」「授業時間の短縮を行い、児童生徒の負担に

配慮しながら、中学校は７限目授業、小学校は６限目授業」により対応する。 

 感染予防対策については、国の定める基準で、座席の配置を行っている。加えて、各種の

注意を喚起するポスターを掲示し、新しい生活様式を児童生徒が自然と身につけ、自分の判

断で３密を避ける行動が取れるよう努め、感染防止として登校時に児童生徒の体温や健康状

態を確実にチェックし、ウイルスを校内に持ち込ませない水際対策にも力を入れている。 

市民の健康を祈願する和菓子も  


